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申国地方における和牛の生産構造（4）

飼養頭数の変遷と飼養形態の分布

坂　本　　四　郎

Sh1ro　SAKAMOT0

Busmess　Ana1ys1s　of　Japanese　Catt1e　Ra1smg　m　Chugok阯d．1str1ct（4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも昭和23年以未，畜産増殖5カ年計画を実施し，昭和
　　　　おが国の家畜飼養頭数捨加傾向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27年からは無畜農家解消のため有畜農家創設事業がはじ

　昭和農業恐慌が昭和5年（1930年）頃から深刻化して　　められ，また昭和29年には酪農振興法の制定によって集

わが国の農業や農家経済に大きい打撃をあたえた。その　　約酪農地域の建設と牛乳取引の公正化に着手した。これ

農業恐騰対策として農山漁村経済更生計画運動が全国的　　らの畜産奨励はもちろん農業の立場においては，農業経
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
に展開されたのである。有畜農業の奨励はこの昭和農業　　営改善のために家畜飼養を増大して，米麦作に偏よった

恐院対策の一環として・農業舞営改善の有力な手段とし　　穀作経営の収益増大，生産力向↓をめざすものである

てとりあげられ，家畜飼養の導入または増大が推進され　　が，他方国民栄養の立場からは，良質な動物質のたん白

たのである。そしてその或果は次第にあがりつつあった　　質や脂肪を安価に供給して，国民保健の向上を図ろうと

のであるが，昭和6年に満州事変が勃発してから，支那　　するものである。また昭和32年の神武景気に恵まれ，国

事変⑧大平洋戦争と継続する戦争経済に妨げられて順調　　民経済も戦後経済の恢復過程から脱却して，安定成長の

な発展を阻害された。ことに戦争の激化による軍馬の徴　　新段階に入り，国民生活も向上してぎたのである。かく

発，飼料輸入の減少，食糧事情の悪化によって家畜飼養　　して国民の食生活も質的に向上して，畜産物や果実の需

は減少傾向をとるに至ったのである。さらに終戦とそれ　　要を激増し，その価格の上昇が生産を刺激してきたので

に続く経済の混乱，食糧不足によってその極に達した。　　ある。有畜農業や畜産の奨励と畜産物価格の上昇は畜産

その問におげる家畜飼養頭数の変化は第1表にも現われ　　振興に寄与して家畜飼養頭数は戦後の恢復遇程をへて，

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍進的段階に入ってきたのである。第1表によって各家

　戦後におげる経済の恢復，農業生産力の向上に伴ない　　畜飼養頭羽数の変遷をみるごとがでぎる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
家畜飼養も次第に増加傾向をとるようになった。農林省　　　　この表から読みとれることは，（1）全体として昭和10年

　　　　　　　　　　　　　　　第1表　わが国の家畜飼養頭羽数の変遷

、昭和1年1昭和・年
昭増1
和
一減
○

年指
基
準数

成

率

乳　　　　　牛
役　　肉　　牛
　　　馬
　　　豚
め　　ん　　羊
山　　　　　羊
　　　鶏

家畜単位合計

69，2
87．8

102，6

58，5
37，8
64，4
74．5

8g．2

乳　　　　　牛
役　　肉　　牛
　　　馬
　　　豚
め　　ん　　羊
山　　　　　羊
　　　鶏

家畜単位合計

　2，0

40，0
42．8

　3．6
　0．／

　0，5

11．0

100．0

75，2
89．8

102，9

69，7
50，／

78，2
90，3

93．1

　2，1

39，2
41．0

　4．1

　0．1

　0，6

12．9

100．0

昭和10年

／00．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0
100．0

100．0

　2，6

40，8
37．2

　5．4
　0．1
　0．ア

13．2

／00．0

昭和15年

＊

126．8

122，3

74，7
75．0

413．6
108，2

87，5

97．8

　3，3
　50．8

共28．5

　4．2
　0．5
　0，8
　11．9

100．0

昭和20年

162．7
115，3

72，4
19．4

380，5
90，／

58，4

87．9

　4，8

53，3
50．7

　1．2
　0．5
　0．7
　8．8

100．0

昭和・・年1昭和・・年

197．5
／42．2

ア3．9

5ア．2

757．9
148，7

32．0
．99．8

　5，1

58，1
27．5

　3．1

　0．9

　11
4：2

100．0

　419．7
　166，4
　64，0
　77．6
1，657．4
　／9／．8

　鎚．4

　12／．7

　8，9

55，6
／9．6

　3．5
　1．6
　1．1

　9．7

／00．0

昭和33年

　659．3
　／55，6
　52．6
　155．1

1，935．0
　223，8
　97．3

　125．2

13，6
50，6
15．6

　6．8
　1．9

　1，2

10．3

100．0

（注）農林省統計表による。＊は昭和17年
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前後は少く、昭莉30，33年は昭和10年を遙に突破し，20　　年増大したこと，（9）山羊，めん羊の増加率は大きいが；

～25％増加したこと・（21家畜別に増減の差が大ぎい戸　　構成率はまだ小さいこと・（1①結論的に近年役畜の減少・

と，（3）馬の減少傾向が顕著であること，（4）めん羊，乳　　用畜の増加，全体としての増加の傾向があらわれている

牛の増加率はとくに大きいこと，（5）家畜構成率では役1肉　　こと等である。

牛，罵の比率が圧倒的に大ぎいが，近年馬の比率が激減　　　このような家畜飼養頭数の増加は畜産物の増加となっ

していること，（6）乳牛の比率は増大し，馬の比率に迫っ　　てあらわれる。農業総産出額申にしめる畜産物の割合も

てぎたこと，（7）鶏の比率は10％内外であるが，やっと戦　　最近は増大の一途をたどっている。昭和25年以降におげ

前水準に恢復した程度にすぎないこと（続計のとり方が　　る農業総産出額の種類別構成比率の推移は第2表の通り

近年変ったそうで正確な比較は1不詳），（8）豚の比率は近　　　である。

　　　　　　　　　　　　　　　第2表　農業総産出額の種類別構成推移

昭和25年 昭和26年 昭和27隼 昭和28年昭和29年 昭和30年 昭和31年　昭和32年　昭和33年

米 49．1 46．4 48．6 45．9 46．6 53．6 49．2 50．7 52．6

稲わら
（0．5） （0．8） （0．6） （0．6） （0．5） 0．7 0．7 0．7 0．7

麦　　類’ ／0．8 11．4 11．1 10．4 11．1 8．4 8，3 ア．9 7．5

雑　　穀 1．0 1．1 1．2 1．1 0．9 0．ア 0．8 0．8 0．7

豆　　類 4．4 4．2 4．3 3．ア 3．8 3．3 3．3 3．4 3．1

いも類 8．7 8．2 6．1 6．1 6．6 5．0 4．7 5．0 4司8

野　　菜 6．9 7．2 6．7 ア．6 7．3 ．6．1 6．8 6．6 7．0

果　　実 3．7 3．2 ・3．3 3．6 4．0 3．7 4．8 4．8 4，3

工芸作類 4．7 5．3 5．3 5．5 5．2 5．6 6．1

　
　
5
．
5
I 5．1

繭 2．8 3．9 4．2 4．4 3．2 2．9 3．1 3．2 2．1

畜　　産 ア．3 8．4 8．7 1／．2 10．7 9．9 12．3 11．6 12．0

合　　計 100．0 100．0 100．0 ／00．0 ／00．0 100．0 100．0 100．0 100．0

　　（注）農林省続計表による。

　この表によると畜産物は昭和25年に7．3％であったも

のが，毎年増加の傾向をとり，3／年12．3％，33年12．0％

と8年問に5％を増した。このような増加

は他の農産物ではみることがでぎない。増

それらに隣接して似た畜産事情にある兵庫，京都の7府

県別に構成比を比較してみるために第3表を作成した。

第3表飼養家畜の構成割合（33年）

加傾向の顕著な農産物は畜産物と果実であ

るが，果実の構成比は畜産物の半以下であ

り，増加割合も遙に小さい。野菜や工芸作

も一進一退で，やや増加傾向が認められる

程度にすぎない。米は農産物の約半をしめ

最も重婁であるが；その構成比は50％内外

であって確実な増加傾向はみえない。明瞭

に相対的地位の低下傾向にあるのは麦類，

雑穀，豆類，いも類，繭がある。このよう

な傾向のなかにおいて畜産物の増大傾向

は，もっとも顕著であり，特徴的であり，

将来の農業発展の方向をしめすものとして

注目に値するであろう。

　中国地方における飼養家畜の榛成

　中国地方におげ飼養家畜の構成とその特

徴をみるために，全国飼養家畜頭数の構成

比を地方別に対比し，また中国地方5県と

＼＼1家畜計

全　国

北海道

東

関

中

近

中

四

九

北

東

部

畿

国

国

州

10010

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

乳牛

13，5

31，2

13，1

17，4

16，4
／2．／

ア．3

9．3

5．0

役肉牛1馬

呆

兵

鳥

島

岡

広

山

都

庫

取

根

山

島

口

50．3

0，5

41，1

4／．7

45，6

69．4

ア6，0

68，3

62．5

／00．0＝12．81

100．0

100．0

／00．0

100．0

／00．0

／00．0

15．6

8．3

3．6

9．2

7．6

6．4

71，2

71，5

73，5

82，3

73．0

ア6．0

ア6．6

／5，5

53，9

27，9
／0．9

8．4

0．9

3．2

2，9

16．0

0．2

0．7

2．3

2．／

1．4

4．5

5．5

豚

6．7

3．5

5，1

／3，8

10．2

2．5

1．8

3．6

6．8

めん羊

1．9

5．2

4．1

1．0

2．2

0．4

1．0

0．9

0．6

34■

1．5

4．4

2．5

1．0

0．7

1．1

0．6

0．3

1．8

1．0

0．7

1．1

0．7

山羊

1．3

0．4

／．3

／．4

2．3

0．8

1．3

1．4

0．9

0．9

0．6

1．1

1．ア

1．4

1．4

1．0

兎

0．5

0．0

0．4

1．0

1．2

0．1

0．1

0．4

0．／

0．1

0．1

0．／

0．2

0．2

0．1

0．0

鶏

10．3

5．3

7，0

12，8

13，7

13．8

9，3

13．2

8．1

10．8

9．7

8．5

6，6

／3．1

7．9

8，7

（注）農林省続計表から計算する。



- 188 ~~8~= A (1960) 

~~='-~~=-~~~i~~~j~~-=-~:4~L'*~~-A*~L~~, ~~L~~iICC~~ ~: ~~ ~~i~~: ~~1~:~~~c~< , ;~~)f~~~~~i~ ~c'jJ+ f~~ ~'. ~)~, 

~ ~~~==~=cD~'"~~:~:~~~~~~==*~~/~+-~i~L ;~c~)~:_'~~~~j~ ~~, rlJ~~;, ~~:(~)~~i~~:~tV~~'J.~~ < ,, ;~cD~:~f'}~!~~)･jJ~f~~V'c~) 

t*-. A~E:[~11~~~~~~~c~~c~~<~~~~I~h5C 5~;, ,~;15 50~ 7L ~~~~I~IV~~~~H~l~~;* 

~~l5.5~~, ~~ 10.5~~. E~~6.7~~~~~~c~)~:~~t~, ~l~I~~2 ~~)~~I~I~~:~i~c~)~~-=*~~i~i~~c~~~~~ft_=~~~IV~~~~~1~, ~~i~, 

~~~V~~f~;~+~l~~76.D~~ , ~,~9.6.0,~(o , ~*L~~ 7.5~, ,~~, 5.2~~ ~I~l~i~~,~c~~=~'C~~~~~lii~ ~ -~5 ;~ ~~ , ;~fT~)i~~i~~~~ 

~~ ~ , ~~~~I~~~~~~~~c~;~~V~~~, ~c~)f~:~)~~=~~*'-V~~'jJ'f~:V'~ ~ ;~ ~~~l~~~)~[JA=V~~~~82 5~~ ~C=~~:, ~V'~~:~, LIJ 

~~~~>~. ~)~>~l(D~~==*~)~~l~~fV~~~~~~~~I~~~~ ~~ ~f~)76~, ,~~~~ ~~:~lJcD75.0<~~0 . ~~13. J~~..~:c~)71~~~~~ 

f~l~~~~1~'-~i~~:~~c~~~~*~~~4~L+'~~iU~)~CV~~cz)~~~~. ;~, ~･,, ~'~:~L~~;~+. ,~;~~~~~~~f~~~~)･ji+t~~~'~~. L~:~~, ~J 

c~)f~: ~~d~~)~~=*'"~~~/'J+f~:V'. /*~E~I~Fi~lcD~~:-==cD~lJA* ~~~65.,~ ~lIV~~~~~~;~ < IC 5 ~~~~:~~~~5 ~. ~L~~~~~~:~1~, ~~:~/*'~E 

~:~~:~'~)~~5~~~, ~1~~1~~)~~V~79.2~~:f~:~ , ~~ ~!~F:~l~c~~< C~;~~~'~> r~~15~~;,~~;~T~~~･jJ+f~~-< , ~: < 

~Cr~l=~*-~~~~~~~;~. ~,cDi~~T~iV~~~E]==- , ~ 2:~c~LLF~~~~y･J'f~: ~c~~~?c~'J'f~~~' ~~V~~~~l~~!~~i~~c'jj~7~~~'~>, ,~f~:~~~;~cD 

~~cD~'-~5 ;~. , ' f~~~>~V~~~~'. ~･^~~~~r~lf~1~~~i~~c~~~~'C/*~E~I~~~f~;-'~~~~J~ ~ 
(~~) ~:~~~?t~~~,~)~i~h~~~t~l< ID0~~~~~~ti~j:~L" ~i~~. ~'~~ .jJ+f~~V'~> ~LLI, .~~.~~~~~/>~E~1~~~l~t-'~~ j~~J1 ~c ~;~ < Ji 

'' ~B~~?c~t~~. ~~~~~~~~~i~~~cL'~~)~~5~h*. :cci~ ~i~. LiJ~l . ~~;~fV~~A~E~]~F~lJ~i~~><+~c~~ < , ~i~~V~;~~~= ~y･J~f~:~ 

-J~:~~:~~~~t*-u~~f~:Lt=. 
~'. 

~~;)~~IJ~c~~-=*~~:~~~j~ ~ ~: ~~I~~V~~;~~~~i~~(~~:cD 4 ~~~i~ 

I~~~~6C~~~~J~~~L~)1C~~;~~V'~> ~~h f~1~~, ~l~1~~V~~40 FF~l~~;~~;~~~= I F~!~ y~~,~!~~a~l~;~~~~ 

~tc~)27 9~~~>~< , ~V'~jUJ'N, ~~~~:, ~~~~~c~:~~~~l~;~ ~f~~) A~~I~I~Fi~f~~iIOO ~i ~~~~~~~~, ~:~~, JE~..~~, ~~I 

~'. ~L~~~~~~~~~~~:c~)51 2~:~ j~C=~~ ~~1~~17 4~~, rFl*~ ~15~~~cD I ~~i~'--~~:~~:~(c~)~:-*-~~~j~I~:1l~~i~~~~{~4~:~j 

16.4~~, ~:~tl5.1~~, ~j:~{~12.1~ ~:~~~, . ~~~I~~~c~~;~ f~~:Ut*-. i~~~~:~~~~t~cJ; ~~~:*~ll55~~c~)~c~)~~'-~~ ~. 

< ~~:~1~~?c'jJ+f~~~ ~~~~~~~~~1~{~, ~1~+**~, jL'j'hl, ~f~~t~c~t ~~~~-=*~"~~;~~~~)~i~-=*'~4~L+'icJ~~A*~r?c~~~t~/*~E~1~: 

~~ 4 i~ ~:~~ I ~~~~~-==~~~~~~~:~:~/+~E~I~P~~~~c~~~~~IjA~.* (~l~*55'f~) 

¥-~ ~L ~~ 
*~E 

~t 

~~ 
~
~
1
 
~
l
 
~~~ 

~
l
 

~~ 

)u 

~~ 

~
1
 

;~: 

~~* 

~: 

~~ ~
 ' ~
i
 ~
1
 ~
I
 

' J'I~I 

.~~I. 

~~ 
'~ ,
~
f
 ~
~
 
~~l 

~: 
L
L
l
 

~~ 
~
~
:
 
~
~
 

~~~ 

~~ 

~
 

lcc.c 

551 . 4 

1 07 . 5 

1 55 . 8 

85 . 5 

7c . 9 

55 . 4 

62.~ 

41 .5 

78 . 5 

114.5 

85.8 
27 . 2 

68.2 
55 . 7 

46 . O 

I
 1 cO.c 

2.4 
9c . 5 

87 . 5 

62.0 
1 09 . 6 

1 55 . 8 

122 . 6 

1 ~8 . 8 

117.6 

141 . 1 

205 . 2 

164.6 

145.7 

149.9 

148.c 

1 oc . c 

826 . 7 

198.8 

75 . 5 

57 . O 

4.5 

21 .5 

16.9 

114.9 

0.9 

4.8 

20 . 9 

15.7 

9.2 

28.5 
54 . 2 

lc0.0 

1 24 . 6 

85 . 5 

215.5 
1 c5 . 9 

29 .2 

28.2 

48.5 

112.8 

42 . 4 

22 . 5 

90 . O 

57 . 5 

15.5 

22.7 

18.8 

~~~U~~ rlJ ~~ 

lcc.O 

667 . 2 

242 . 7 

55 . 4 

8c . 6 

18.8 

55 . 4 

42.2 

59 . 7 

28.4 

14.8 

1 55 . 8 

55 . 2 

58 . 6 

58 . 9 

57 . O 

lcc.c 

64 . 8 

116.7 

115.6 

122.6 

52.5 
1 07 . 5 

101 .4 

82.5 

61 .5 

50 . 5 

118.5 

154 .2 

1 c9 . 1 

i 07 . 8 

76 . 6 

~~: 

1 cc . c 

15.2 

95 . 8 

229 . 8 

177.5 

21 .5 

25 . 9 

67 . 6 

25.6 

18.0 

12.7 

19.7 

54 . 9 

56 . 7 

15.6 

11 .O 

~~,~ 

1 co . c 

1 22 . 2 

75 . 5 

1 5c . 9 

91 .2 

1 c7 . c 

95 . 1 

114.9 

83 . 7 

87 . O 

95 . 5 

il4.8 

64.5 

128.6 

76 . 1 

82 . 2 

~r 

1 OD . C 

258 . 5 

110.8 

1 C5 . 2 

68 . 4 

79 . 5 

1 C5 . 2 

90 . 5 

111.9 

85 . 1 

99 . 5 

159 . 1 

1 cO . 6 

1 cc . 5 

99 . 5 

97 . 2 

~~ I ~~j~--~~:~:~:~i ICC ~l~~ ~: , ~I~I~&~~ ~) ;~ ~L V~; 

~ r~~~:~~~i~J~ ~ ~;~~~~)~~~t~~~~:258.5, jL~~[1li .9, ~~~h 

110.8, ~~1~:105.2~~ ~ , ~~I~~~i~J~ ~~y'J~f~: ~' ~) ~~; ~I 

~~~~~ (1~~:T~:~3. Ji..~~~~~f~~~~IJ~)~~~A* V~~1~-1~LJi~1~I~~1~~ 

~CI~~UC~~- < ) ~IJ~j~~ ~,~~~159.I~~~:*= , ~t･J~100.6 

~~ILJJIC0.5h~~ < , ~,C~)f~:~)~~~~~=V~~100~C~~ ~ f~:~'. 



坂本由郎：中国地方におげる和牛の生産構造　（4）
一189一

　かくして中国地方は農家／戸当家畜飼養頭数からみる　　　鶏は中国地方で93．1，関東，北海道，四国，近畿が

と決して少なくはない。しかしその家畜の種類は前述し　　100以上であるのた比し少ない。中国埴方の府県別では

たよ．うに役肉牛に偏っ’ていて，用畜は少ないのである。　　鳥取，岡山が多いが，。他は少ない。

すなわち役肉牛の農家1戸当飼養頭数の全国平均に対す　　　山羊は中国地方で全国平均以上に多く，ことた島根に

る比率をみると中国地方は155．8で，他地方に比し最多で　　多いが，めん羊，兎は全国平均に比し少ない。しかしこ

ある6ついで九州138．8，四国／22．6，近畿109．6が多く，　　れらの家畜の重要性は前述の如く低いのである。

その他の地方，すなわち東部，北部日本の諾地方は100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国地方における家畜飼養頭数の捨減傾向
未満である。中国地方ア府県別にみると鳥取の203．2，

島根164．6が高く・広島，山口・岡山・兵庫はいづれも．　　昭和24，28，33年におげる家畜飼養頭数の増減傾向を

140台であり多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　みることにする。全国総数において馬と兎は減少傾向に

　乳牛についてみると全国農家／戸当飼養頭数／00に対　　あるが，他の家畜は増加傾向にあり，ことに乳牛，めん

して中国地方は55．4で，九州の41．5についで少ない・最　　羊，豚の増加率が大きかった（第／表参照）。全国にお

多は北海道55／．4で，つづいて関東135．8，東北／07．5が　　　げるこの傾向に対比して各地方の傾向を，昭和24年飼養

多く，中部以西は／00に満たない・すなわち乳牛は役肉　　頭数を100とした昭和28年，33年飼養頭数割合の地方別・

牛と反対であって，北，東日本に多く，西南目本に少な　　此較と，各地方の家畜飼養頭数の全国飼養頭数に対する

い。中国地方を府県別にみると兵庫だけは114．5と多い　　割合の昭和24年から33年にわたる変化によってみること

が，島根2ア．2を最低に，山口46．0，広島55．7，岡山68．2　　とする。第5表と第6表がそれである。

鳥取85．8と少ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全家畜飼養頭数の家畜単位による合計において中国地

　馬は中国地方に少なく，全国平均（100．0）に比し21．3　　方は昭和24年を100として，28年1て5，33年116（第6表）

にすぎなく，近畿，四国は中国より少ない。多いのは比　　　と増加しているが，全国飼養頭数に対する割合では昭和

海道の826．ア，東北／98．8，九州／／4．9である・中国地方　　24年12．4％，33年／／．0％（第5表）と相対的には減少傾

の府県別をみると山口，広島，兵庫においては他府県に　　向にあることがわかる。絶対的には増加しているが，相

比しやや多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対的には減少している。換言すると他地方に比し増加割

　豚で中国地方の28．2は全国の最小・近畿・四国ととも　　合が少ないのである。このような傾向は中国地方の各府

に少なく，多いのは関東，北海道，九州・中部であ乱　　　県においても同様である。このように絶対的増加，相対

中国地方の府県別では鳥取がやや多いだけである。　　　　的減少傾向をしめす地方は近畿以西の西南暖地であっ

　　　　　　第5奉　　家畜飼養頭数の相対的増減（全国飼養頭数を100とした各地方頭数割合の推移）

＼

全　国

北海道

東

関

申

近

中

四

九

北

東

部

畿

国

国

州

泉

兵

鳥

島

岡

広

山

都

庫

取

根

山

島

口

乳　牛

昭和
24年

昭和
33年

／00，0

26，2

14，0

21，2

17．2

　6．8

　4．3

　2．9

　7．4

0．8

2．8

0．5

0．3

1．4

1．0

1．1

／00，0

21．ア

13，6

21，2
／7．8

　8．9

　5．9

　4．1

　6．9

1．1

3．8

0．9

0．5

2．0

1．7

0．9

役肉牛

雅爆
100．0

　6，9

／1，2

12，3

16，1

19．0

　9，7

24．8

／00．0

　0，／

11，4

13，6

13，3
／3．ア

／6．6

　8，1

23．2

1．8

5．7

2．4

3．／

4．9

5．0

3，6

1．6

4．7

2．0

2．8

4．2

4．6

3．0

馬　　　　豚

昭和
24年

100，0

24，0

26，4

13，7

11．3

　1．3

　2．7

　／．8

18．8

0．／

0．4

0．3

0．2

0．5

0．9

0．8

昭和昭和
33年24年

100，0

32，4

25，0

11．5

　7．9

　0．6

　2．3

　1，1

19．2

0．2

0．2

0．2

0．3

0．9

0．7

100，0

11．2

　9，1

30，0

19．0

　3．ア

　4．5

　3，6

18．9

0．4

1．1

0．9

0．9

0．7

1．4

0．6

昭和
33年

100．0

　4，9

10，5

33，7

22．2

　3．6

　3．0

　3，2

18．9

0．6

0．7

0．9

0．6

0．4

0．7

0．3

めん羊

昭和
24隼

100，0

42，8

30．3

　6，4

12．0

　1．0

　2．1

　1．5

　3．9

0．3

0．3

0．6

0．3

0．2

1．0

0．0

昭和
33年

100，0

26，1

30．6

8．ア

17．2

2．3

5．9

2．8

6．4

0．4

0．5

／．3

0．9

1．1

1．8

0．8

山　羊

昭和
24年

100．0

　3，7

14，5

2／．4

3／．2

　4．0

　6．3

　5，5

13．4

0．ア

1．1

0．4

0．5

2．1

／．7

1．5

昭和
33年

100．0

　2，5

14，7

18，1

26．2

　6，5

／1．5

　6，7

13．8

o．9

1，7

1．2

2．3

3．1

3．3

1．6

兎

顎塾
100．0

　3，0

12，8

14，7

30．3

　8，8

11．0

　5，4

／4．0

2．7

1．1

／．／

2．0

2．7

3．2

2，0

100．0

　0，5

／2，／

35，9

37．9

　2．7

　2．5

　4．5

　3．9

0．2

0．4

0．2

0．6

1．0

0．5

0．2

鶏

昭和
24年

100．0

5．3

9，7

／8，1

16，8

1／．2

9．3

6，3

23．3

1．3

2．7

0．7

1．2

2．7

2．8

1．9

昭和
33年

1000
　4．8

　9，5

20，4

19，5

13．3

　9．9

　7，7

14．9

1．2

3．／

／．2

1．／

3．7

2．3

1．ア

合　　計

劉繋
100．0

　9，2

13，4

13，4

13，2

／0，5

12．4

　6，6

21．3

100．0

9，4

14，0

／6．4．

／4．6

9，9

11．0

6，0

18．7

1．21

361

1．5

1．9

3．2

3．3

2．5

1．1

3．2

1．4

1．7

2．9

3．0

2．0

（注）農林省統計表から計算する。
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第7表 役肉牛飼養頭数の変遷
＼＼　　　　　　　全国飼養頭数を100とした構成率

＼　　　　　　　　　　明治38年大正／4年昭和20年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和33年　　　　　　明治18年

全

北

東

関

中

近

中

四

九

海

国

道

北

東

部

畿

国

国

州

100

　0

　4

　2

　4

21

32
1
1
26

京

兵

鳥

島

岡

広

山

都

庫

取

根

山

島

口

3
8
3
6
8
8
6

100

　1

　4

　3

　5

19

29

10

28

100

　2

　3

　5

　8

／6

26

10

28

100

　0

　7

12

13

16

19

10

24

2
7
3
5
7
7
5

2
7
3
4
ア

7
5

2
6
2
3
5
5
3

100

　0

　9

12

14

15

18

　9

24

2
5
2
3
4
5
3

明治18年飼養頭数を／00とした指数

明治18年

100

100

／00

100

／00

100

100

100

100

／00

／00

100

100

100

100

100

明治・・年1

　／0ア

1．003

　120

　182
　129
　99

　103
　100
　121

98

101

117

105

97

／0ア

97

大正1・年！昭和・・年1昭和・・年

　132
2，ア29

　／2今

　38／

　264
　102
　1／4

　／25

　149

1／0

／20

124

109

113

125

102

　172
　55
　338
1．139

　542
　140
　108
　156
　170

／25

134

132

100

／06

116

96

　233
251

　ア47

1，ア80

　7ア6

　157
　130
　／アア

　22て

14
145

／60

121

122

／43

／16

（注）（1）農林省統計表と帝国続計年鑑より作成した。

　　　（2）北海道の明治38年ヨ大正14年は疑問であるがそのまま掲げた。

向をみることとする。第7表をみられたい。

　明治／8年に役肉牛は全国で106万頭（100）であったも

のが，現在では約246万頭（233）に増加した。この増加

は大正時代以後の増加率が高く，ことに太平洋戦争以後

に激増している。明治⑧大正の漸増は畜産一般の発達を

意昧しているであろうが，太平洋戦争以後の激増は，そ

の外に馬の減少を補うための役肉牛増加が含まれてい

る。軍馬の徴発によって馬が減少し，また戦後は馬の特

別な保護奨励がなくなり，経済的な役肉牛の飼養が北東

目本へ伸びたのである。それは役肉牛と馬の合計飼養頭

数は戦前の昭和10年に303万頭であったのが，昭和33年

には同頭数は322万頭であり，合計では約6％の増加に

すぎないことからもうかがえる。

　以上のような全国的な傾向であるが，これを地方別に

みると大きい差異がはっぎりする。北海道の数値には疑

問もあるし，数も少ないので，しぱらくおき一，全国飼養

頭数増加率より大ぎい地方は東北（747），関東（1，780）

中部（776）の中部以東の地方であり，近畿以西の地方

増加率は全国平均より低く，ことに中国地方において

130であって最低である。すなわち西南日本では増加率

が低く，停滞的であるが，北東目本では増加率が高いの

である。このことは全国飼養頭数を100とする各地方の

飼養頭数割合の変遷をみれば明瞭である。明治18年に東

北4％，中部4％，関東2％であったものが，昭和33年

には東北11％，中部13％，関東14％と増加した。しかる

に中国地方では明治18年に32％，全国の約三分の一をし

めていたものが，昭和33年には17％にまで減少した。割

合からすると半減である。それほど著しくはないが，近

畿では同じ期間に2／％から14％に，四国は11％から8％

に，九州は26％から23％に減少したのである。明治中期

から昭和初期までは近畿以西に多かったのであるが，戦

後は北東日本に増加が著しく，全国的r平均化される傾

向となったのである。

　中国地方を県別にみても中国地方のそれに大体同様の

傾向である。各県とも飼養顕数は漸増傾向にあり，昭和

33年飼養頭数の明治18年の飼養頭数に対する割合は，鳥

取で／60で最高，ついで兵庫，京都，広島が140台で多

く争岡山，島根，山口は／20内外で低い増加率である。

全国飼養頭数に対する各県の飼養頭数割合は，明治18年

以来漸減している。兵庫と広島は8％から5％へ，岡山

は8％から4％へ，島根と山口は6％から3％へ，京都

と鳥取は3％から2％へ何れも減少し，相対的減少傾向

をしめしているのである。

　　　　　中国地方における役肉牛飼養

　　　　　形態の地域分布

　役肉牛の飼養目的は，その名がしめすように役用，肉

用が基本的であるが，その目的達成のための生産（繁

殖，子取り），その子牛の育成が伴うし，またぎゅう肥

の利用はどの種の飼養にも副次的目的となっている。ま
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た生産，肥育，育成目的の飼養，ことに生産目的の飼養

においては役用を兼ねる場合が多いのである。実際農家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
が役肉牛を飼養している目的によって飼養形態を類型化

すると，隼産目的の飼養，育成目的の飼養，肥育目的の

飼養，使役目的の飼養の四型になる。そしてこれらの四

形態は飼養が分化しているだげでなく，その分化が地域

性をもっているのである。その地域性を中国地方におい

てみようとするのが本項の課題である、本論に入る前に

4飼養形態につ、・て概要をのぺておくこととする。

　生産目的の飼養　　この飼養は成牝牛を飼養し，子牛

を生産して約6ヵ月育成して販売する。この子牛販売収

入が主目的であるが，それと同じ位の重要さで，使役と

ぎゅう肥生産が結合している。使役ときゅう肥は水稲作

に用いられるのが大部分である。現在の山間農村におげ

る稲作は役肉牛なしには考えられないくらい強固に緒び

つき，補完関係にある。子牛は6ヵ月位育成するから，

約半年は母牛とともに子牛を飼うことになるし，また一

部では母牛更新のために自家産の牝子牛を育成して後継

牛を自給する場合もある。なお予牛を6ヵ月位で販売せ

ず，育成し成牛として販売する場合もある。これは生

産，成育の兼営型である。しかし平均的な耕作規模では

大体成牝牛1頭と半年はその子牛1頭の飼養が多く，1

伽以上の耕作階層では2頭以上の成牝牛を飼う場合もあ

る。ことに山間の採草，放牧地の多い地方では飼養規模

カ…大ぎい。生産を主に他の飼養形態を兼ねる場合も耕作

規模や草資源に恵まれることが必要である。生産用の種
　（5）

牡牛は農協，畜連，県種畜場等で約半数が飼われ，残り

の半数は個人で飼養されているが，その数も人工授精の

発達で少数で足りるので，農家におげる飼養形態として

は，とりあげる必要はないと考える。

　育成目的の飼養　　この飼養は生後6ヵ月～／カ年位

の子牛を購入して6ヵ月～1カ年間に生産用，使役用，

肥育用の成牛に仕上げるのであって，販売する成牛価額

と購入した子牛価額との差額収入を主目的としているの

である。もちろん飼養中に生産されるぎゅう肥も重要な

飼養目的となる。しかし使役は子牛であるためにほとん

どできないので，育成後期に若干無理をすれぱ使えない

ことはない程度である。生産のための母牛と子牛の飼養

に此べ・子午だげの飼養下あるから飼料も少なくて足り

るので，飼料の少ない地方や農家でも育成は可龍であ

る。有利な育成は仔牛を安く購入して，優秀な成牛に仕

上げて高く販売することが重要である。そのためには優

秀な成牛になりうる素質をもった子牛の選択と予牛の育

成技術の上手下手が最も大ぎく関係する。

　育成の特殊なものとして種牡牛育成がある。これは近

年人工授精が発達して種牡牛数が減少したから，ますま

第8号A　（／％O）

す種牡牛の需要も減少したが，優秀な名牛を生産する地

域に特殊な育成として少数ながら点在している。この育

成に従事する農家は育成技術に秀いで，特に種牡牛にな

りうる子牛を選択する能力を必要とするので，家畜商や

もと家畜商であったもの，特殊な育成技術をもった人た

ちである。この育成は1種牡になりうるような優秀な子牛

を購入し，費用をおしまず特別な育成をなし，種牡牛に

仕上げる。種牡になるには家畜共進会等に出晶して入賞

しなげれぱならない。入賞するのは数が少なく，入賞し

なげれぱ，おそらく種牡牛としての買手がつかないであ

ろうから肉牛として販売しなけれぱならない。種牡牛と

なれぱ拾数万円，または数拾万円で売れるものが，肉牛

にしかならないと拾万円にも売れなく，経費を償うごと

はでぎなくなる。この育成は以上のように危険性が大き

いが，種牡牛として売れぱ利益は大ぎいのである。

　肥育目的の飼養　　この飼養は肥育用の素牛を購入し

て，濃厚飼料を給与して肉をつげ，肉牛として販売する

ものセある。いうまでもなく肉牛販売価額と素牛購入価

額の差額から経費を差引いた純収益を主目的としてい

る。ぎゅう肥も重要な副産物であるし，役用にも使う場

合がある。肥育にも素牛の性別，年令，肥育期問によっ
　　　　　（5）
て種々の形態がある。la）牝牛長期肥育（理想肥育，上物

肥育），6ヵ月～1年肥育，4～6才仕上げ，lb1牝牛短期

または中期肥育，／00～／50目肥育，6～8才，lc〕老廃牛

短期肥育，／00日内外肥育，8～9才以上で3産以上，

ld附令去勢牛短期，中期肥育，100～150目肥育，3～5

才，le暗令去勢牛長期肥育，約／年肥育，2才で仕上げ，

旧牡牛若令長期肥育，約1年肥育，2～4才等である。

従未牝牛肥育は肉質が良く，多かったが，近年去勢牛肥

育が増加してぎた。年令は次第に若くなりつつあり，肥

育期間も短期化しつつある。肉の需要は近年増加してき

たので肥育は各地方で盛大になりつつある。そしてこれ

らの肥育諸形態は1，地方地方の伝続や立地条件によって

地域分作をしているようである・

　使役目的の飼養　　田畑の耕作に使役するのを主目的

として，ぎゅう肥利用を兼ねて飼養するものである。去

勢牛が多いけれども，牝牛，牡牛が使われる場合もあ

る。多くの場合使役とともに老衰して減価するから現金

収入はない。老衰その他の理由で役牛を替える場合は家

畜商による交換取引が普通である。その場合は追金を支

払わねぱならない。牡牛を使役する地方が若干ある。生

産地帯において牝牛を使役に用いず，専ら使役用牡牛を

飼う場合もあるが，この習慣は近年減少した。牡牛は使

役に用いても年々体重を増して増価する場合が多いの

で，現金収入が飼養目的の一部となる。

　以上あような四つの飼養形態が中国地方でどのように
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
地域分布しているであろうか調ぺた。その方法は昭和32　　緊急畜産セソナスの市町村別統計表を利用して，役肉牛

年と33年において，中国地方の郡畜産農業協同組合連合　　の「おもに生産を目的とする農家数」，rおもに育成を目

会に照会して，旧市町村別に役肉牛飼養頭数，子牛生産　　的とする農家数」，rおもに肥育を目的とする農家数」を

農家数，育成農家数，肥育農家数，使役農家数，子牛生　　利用した。しかし市町村別統計の整理は，労力上作業が

産頭数，育成牛販売頭数，肥育牛販売頭数等を調査し　　困難なので便法として郡別に集計した。多くの市はもと

た。しかし回答のないもの，調査内容の不備のもの等が　　の郡に含ましめる便法をとった。この二つの資料からつ

相当あったが，約8割位の成績をえた。さらに農林省続　　　ぎのような飼養形態の地域区分を試みたのである・

計調査部が昭和32年9月から3カ年にわたって実施した

　　　　　　　　　　　　　　　第8表　中国地方郡市別役肉牛飼養形態
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京都
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天
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生産
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生産

生産

生産

生産

生産
生産・青成・肥
育
生産・育成・肥
育

生産

生産・育成1

肥青
生産
生産・育成二

肥育

使投・肥育

使役

使役

育成・肥育

使役・肥育

使役・育成

使役

使役

使役・育成

生産

生産

育成・使役

使役・生産

生産

生産
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府県

岡山

広島

郡畜連調査
郡市生産

農家

真

苫

勝

英

久

広

呉

尾

福

安

佐

安

深

同

加

豊

御

世

庭

田

田

田

米

島

原

道

山

芸

伯

佐

安
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田

調
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3
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1
1

2
1
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育成

育成
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府県

広島
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郡市

沼

山

芦

神

甲

双

比

大

玖

熊

都

佐

吉

厚

豊

美

大

阿

隈

県

晶

石

奴

婆

島

珂

毛

濃

波

敷

狭

浦

弥

津
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7

2
1
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　9
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　1
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ア
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％
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88
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72

57
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／

31

／00

4
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5
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36
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8

6
9
4
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飼養形態

生産　育成

生産

生産

生産

生産

生産

生産

使役・生産・

育成
使役・肥育
使役・生産・

肥育
使役・肥育
使彼・育成。

肥育
使役・育成・
肥育　、

使役
使役・生産。

肥育
使役・生産

生産・使役
生産・育成・

肥育・使役

両調査は調査年度も調査方法もちがい，調査結果も不

一致の点が多い。畜産センサスにも明かに誤りと判断で

きる点も存在する。ごの二資料をもとに郡市別に飼養形

態を判定してき一めたのである。第8表を飼養形態別に配

列するとつぎの通りである。

1．生産地帯〔京都一山域部を除き一〕与謝，中，竹野

　熊野，〔兵庫〕佐用，宍栗，城崎，出石，養父，朝来，

　美方，津名，〔鳥取〕全郡市〔島根〕能義，八束，大

　原，仁多，飯石，簸川，大田，邑智，鹿足，〔岡山〕

　川上，阿哲，小田，後月，真庭，苫田，勝田，英田，

久米，〔広島〕福山，高田，世羅，山県，芦名，神石，

　甲奴，双三，比婆

2．育成地帯〔広島〕三原，尾道

3．生産，育成地帯〔京都〕何鹿，天田，加佐，

　〔兵庫〕氷上，三原，〔広島〕深安，御調，沼隈

4．肥育地帯〔京都〕南桑田，〔兵庫〕有馬、美嚢，多

　紀，〔広島〕安佐

5．使役地帯〔兵庫〕芦屋，西宮，尼崎，川辺，伊丹，

　明石，加古，印南，飾磨，揖保，〔岡山j御津，赤磐，

　児島，都窪，〔山口〕厚狭

6．使役，肥育地帯〔京都〕北桑田，〔兵庫〕神戸，加

　東，加西，〔岡山〕岡山，邑冬，〔広島〕広島，呉，安

芸，佐伯，〔山口〕玖珂，都濃

7．生産，使役地帯〔兵庫〕神崎，赤穂，〔岡山〕上房，

　〔山口〕美弥，大津

8．育成？肥育地帯〔岡山〕和気，〔広島〕加茂，豊田

9．育成，使役地帯〔岡山〕上道，浅口，吉備

10．生産，育成，肥育地帯〔島根〕遜摩，那賀，美濃，

　隠岐

11．生産，使役，肥育地帯〔山口〕熊毛，豊浦

12．育成，使役，肥育地帯〔山口〕佐波，吉敷

13．生産，育成，使役，肥育地帯〔兵庫〕多可，〔山口〕

　阿武

14．生産，肥育娃帯〔京都〕船井

15．生産，育成，使役地帯〔山口〕大島

　以上の飼養形態地帯を地図にしたのが第1図である。

　便宜的に郡市別で飼養形態地帯を区分したのである

が，1郡市が2つ以上の形態を併せている場合が多くで

た。同一郡市内でもある町村，ある部落では単一的な飼

養形態となっていても，広い地域では混合型になってく

る。より正確には町村別飼養形態区分図を作成すぺぎで

あったが，今回はそこまで及びえなかったのを残念に思

う。

　この分布図によって生産地帯は中国山脈の南北両側の

山問農村と，その北側，目本海々岸にまで分布して，そ

の範囲はもっとも広い。第2図の中国地方郡別役肉牛農

家1戸当飼養頭数分布図によると争1戸当飼養頭数の多

いのは，この生産地帯であることがわかる。また第3図
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の中国地方郡別放牧採草地面積分布図において，放牧採　　である。近年乳牛や自動耕転機の増大によって役肉牛飼

草地の多い地方とも大体一致するのである。すなわち中　　養は圧迫をうけつつある。肥育地帯は都市の消費市場に

国山脈周辺の農村は山村であって，交通や耕地には恵ま　　近い処であり，また飼料の生産からは水田裏作麦が多い

れないが，放牧地，採草地は広く，草資源に恵まれて役　　地方となる。

肉牛を多く飼養するが，その飼養は主に子牛の生産を目　　　これら使役地帯，肥育地帯は第2図でもわかるよう

的とし，稲作のためにその使役，ぎゅう肥利用を副目的　　に，1戸当飼養頭数の少ない地方に属し，第3図では放

としているのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　牧採草地の少ない地方でもある。平坦地方であって，都

　使役地帯は大部分が瀬戸内海の沿岸ないし，その近傍　　市にも近く，交通の便もよく，恵まれた農業地帯であ

農村，すなわち平坦地方であって，兵庫，岡山，広島，　　る。このような立地条件は養畜においても他の家畜飼養

山口各県の南部に多い。肥育地帯も大体使役地帯と同様　　にも適するのである。第4図，第5図は乳牛と鶏の飼養

であるが，京都，大阪，神戸，岡山，広島各市の近傍，　　頭羽数の郡別分布図であるが，何れも役肉牛の生産地帯

山口県の南部等に多く，交通地位のよいところに分布す　　には少なく，使役，肥育地帯に多くなっていることを知

る。いずれも平坦地方であるから，耕作面積も広く，使　　　る。すなわち役肉牛の使役，肥育飼養はその立地からし

役やきゅう肥の必要性は大ぎいが，草資源の乏しい地方　　て他の家畜との競合関係が大きいのである。

　　　　　　　　　　　　　第4図　　中国地方郡別乳牛飼養頭数分布図（昭和32年）　　　　、

凡　例

亀100頭

o　”
・¢デ
③◎

第5図 中国地方郡別養鶏羽数分布図 （昭和32年）

　　　　　　　　　　　　　⑤

凡例　　　⑫
⑧10，O00羽

刈・ ψ耐

　育成地帯は純粋に地域的分化している処は少ない。大

体生産地帯と使役，肥育地帯との中問地帯とみることが

でぎよう。それで生産地帯，使役地帯，肥育地帯のなか

で併存しているのが多いのである。生産地帯でも平垣農
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村に近づくに従い草資源は減少し，飼料が少なくて足り

る育成が混入するようになる。また飼料の少ない農家で

育成が行われるように農家の問で飼養形態が分化する場

合もある。同様に使役地帯，肥育地帯でも育成が併存す

るのである。

　以上のような役肉牛飼養形態の地域性は，全国的な地

域性の一環として中国地方に成立しているのであること

はいうまでもない。生産地帯で子牛が生産され，その子

牛が育成地帯へ買われて移動し，そこで育成されて使役

地帯や肥育地帯へ再び移ってゆくのである。そして最後

には肉牛となって大部分が都市の消費市場に入ってゆく

のである。その間の流通には家畜市場，家畜商，農協等

が関与するのである。（／％0．1．7）

　（注）本稿の概要は昭和34年10月9目　第9回関西農業経済学会（松

　　　江市）の共同研究報告の1部として発表したものである。
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